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共 立 女 子 短 大 馬 場 紀 子

s 的　 低成長経済 の下 で人口の高齢化 が急速に進 行し.    増加傾向にある高齢者世帯 の経

済状況(i    ,高齢者 のみならずすべての世代に共通す る重要な関心≪となってきてい る。 そ

こ で太報告(4   ,老後 の経済状況 が加齢と時代の進行 に伴い どのように変化するかを ，家族

形態別 に実 態調査を 通し て明らかにし ，高齢者世帯 の経済的 諸問題を検討する。

方法　 静岡県掛川 市の高齢者世帯（56 ～85 歳,    479 世帯）を対象に ，昭和59 年　７月 戸別

面接 調査法に より「 高齢者生活総合調査」を実施した。 この調査(4  ,昭和48 年７月に 行っ

た「中 高年 生活総合 調査」の同一対象世帯に対する11 年後 の変化をフォロー・ アlツプした

ものである。その なかから経済状況に関 する部分 のみを取 り出して年齢・ 家族形態別 に分

析した 。

結果　 高齢者世帯 の経済状況は就業 の有無や所得源 泉を中心に ，貯蓄・ 住宅・ 土地 など

スト ックとしての資 産,  * 人や家族の健康 ，居住形態等 が影響を及ぼすと考えられる。 本

調査結果によると ，高齢者の就業状態は加齢と ともに退職引退の割合が増加し,    70歳代以

上では約 ２～３割が自営業主として就労 しているに すぎ ず ，その家族形態はC   －N    ，C   タ

イプ に多 い。一方 ，加齢に伴って増加する退職引退 は健康上の理由をIあげる人が最 も多 く

，次い で就職先が ない となる。 従って高齢者の主 な収入源は, 加齢とともに給与 所 得や自

営収入 など就労に よる所 得とする人の割合が減少し.    70歳 代以上では年金・ 恩給とす る人

が８ 割前後に達す る。 また ，子 世代と同 居の場合ti 7 0歳代以 上になると ，高齢者の生活費

の半 分以 上は同居子 の負担とする人の割合が半数 を超える。
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